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悲しいこと、いやなこと、苦しいこ

と、せつないこと、腹の立つこと、

やりきれないこと…。 

 

生きていくうえで、さまざまなでき

ごとが私たちをさいなみます。 

そのたびに私たちは、どうしていい

かわからない気持ち、先がないよう

な気持ちに、とらわれます。 

 

でも、私は、そんなとき、このこと

ばを、自分に投げかけることにして

います。 

「それがすべてじゃない」 

 

このことば通りです。何の説明も必

要ありません。だって、これが真実

なのですから。 

 

たしかに、目の前のできごとは、変

えようがないように感じます。事実、

そうかもしれません。でも、人生っ

て、それがすべてじゃないんです。 

 

それにかけてきた気持ち、ときには、

誠意までもが、踏みにじられたよう

に感じることがあったとしても。そ

の気持ちをかけたことは、けっして

むだではないのです。その思いは、

これから先の人生のどこかに、必ず

還元されていきます。 

 

また、思うようにならないと感じる

結果があったとしても、その結果に

よって、いままで見えなかったこと

が、見えてくるかもしれません。あ

たらしい展開が、少し先に待ってい

るかもしれません。 

だから、絶望することはないのです。 

 

とりわけ、自分で組み立てたプラン

が、予想とはずれたときほど、この

ことばを、自分に投げかけてほしい

のです。 

「それがすべてじゃない」 

 

言い聞かせるとか、なぐさめるとい

う次元の話ではなく、確信をもって、

自分自身に伝えてほしいのです。 

実際に、私は、それを確信している

からこそ、自分に言ってきたのです。 

 

どんなことにも完全にだめなこと

なんて存在しません。 

その尺度、そのものさしではかった

ときに、限界が見えるだけです。そ

れが限界のように感じられるだけ

です。 

 

もう一度、書きます。 

「それがすべてじゃない」 

そう言い切って、前を見てみてくだ

さい。 

 

たとえ目の前の道が、そこで途切れ

ていたとしても、そのまわりには、

ちゃんと、大地が広がっているでは 

ありませんか。その大地を切りひら

くことを、あらたな選択肢に入れた

っていいのです。 

 

あるいは、空を飛んでいくことだっ

て、地をもぐっていくことだって、

ワープすることだって！（笑） 

 

それらは、いままで、道があると思

うから、選択しなかっただけ。これ

までの道がなくなれば、自分でつく

ればいいのです。 

 

ほんのちょっとの勇気や覚悟は必

要です。でも、生きていくって、本

来はそういうことなんです。 

勇気や覚悟を、ちょっとずつ積み重

ねていくことが次の道をひらいて

いくのです。 

 

だから、どうぞ、絶望する必要はあ

りません。こたえはひとつではあり

ません。無数にあります。 

その無数のこたえのほうを、見つめ

てみてください。その可能性をこそ、 

見つめてみてください。 

 

私も、ともに見つめます。 
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